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東
京
大
学
史
料
編
纂
所
古
写
真
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
代
表
：
箱
石
大
）
と
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ

科
研
費
一
九
Ｋ
〇
〇
九
三
四
・
二
三
Ｈ
〇
〇
六
五
四
（
代
表
：
谷
昭
佳
）
で
は
、
眼
前

に
宮
島
と
瀬
戸
内
海
が
広
が
る
「
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
」（
広
島
県
廿
日
市
市
）
の
ご

協
力
を
得
て
、
同
館
所
蔵
の
中
嶋
待
乳
関
係
古
写
真
（
以
下
、
中
嶋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
称

す
。）
の
調
査
・
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
二
〇
二
一
年
度
の
予
備
調
査
を
経
て
、
二

〇
二
二
年
度
か
ら
本
格
的
に
調
査
に
着
手
し
、
こ
れ
ま
で
に
計
四
回
の
現
地
調
査
を
行

い
、
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
と
目
録
作
成
、
技
法
鑑
定
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
間
の
調
査
か
ら
鮮
明
と
な
っ
た
中
嶋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
徴
、
判
明

し
た
新
知
見
の
概
略
、
残
さ
れ
た
課
題
な
ど
を
中
間
報
告
し
、
今
後
の
よ
り
詳
細
な
研
究

報
告
に
繋
げ
た
い
。

　
　

一　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
概
要

明
治
中
期
に
東
京
で
活
躍
し
た
写
真
師
で
あ
る
中な

か

嶋じ
ま

待ま

乳つ
ち

（
本
名
：
中な
か

嶋し
ま

精せ
い

一い
ち

、
一
八

四
七
〜
一
九
三
八（

１
））
は
、
本
邦
に
お
け
る
幻
燈
（
ガ
ラ
ス
板
上
の
画
像
を
光
学
装
置
に
よ

り
投
影
し
て
鑑
賞
）
の
先
駆
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
写
真
師
と
し
て
の
活

動
は
未
だ
明
確
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
一
因
は
、
中
嶋
待
乳
に
関
す
る
公
開
さ
れ
て

い
る
一
次
資
料
が
少
な
い
こ
と
に
あ
る
。
そ
う
し
た
現
状
に
あ
っ
て
、
ガ
ラ
ス
板
写
真
四

九
点
、
写
真
プ
リ
ン
ト
一
一
点
か
ら
な
る
中
嶋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
中
嶋
待
乳
の
写
真
師

と
し
て
の
様
々
な
活
動
と
人
的
交
流
、
写
真
技
術
者
と
し
て
の
技
量
が
実
見
で
き
る
貴
重

な
写
真
史
料
群
と
な
る
。
今
後
の
利
活
用
か
ら
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

１　

ガ
ラ
ス
板
写
真
に
つ
い
て

中
嶋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
核
を
な
す
ガ
ラ
ス
板
写
真
は
、
一
九
九
九
年
に
海
の
見
え
る

杜
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
の
伝
来
は
不
明
で
あ
る
。
中
嶋
待
乳
に
は

子
供
が
な
か
っ
た
の
で
、
妻
園
の
甥
で
あ
る
勲
（
園
の
末
弟
で
あ
る
秋
尾
新
六
の
次
男
）

が
中
嶋
家
を
継
い
で
い
た
が
、
昭
和
三
〇
年
頃
に
事
業
に
失
敗
し
、
待
乳
の
遺
品
は
散
佚

し
た（

２
）。

中
嶋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ガ
ラ
ス
板
写
真
と
、
勲
の
手
元
に
あ
っ
た
遺
品
類
の
関
連

性
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
残
る
。

ガ
ラ
ス
板
写
真
の
サ
イ
ズ
は
、
四
五
点
が
概
ね
四
切
（
一
〇
×
一
二
イ
ン
チ
）
で
あ

り
、
そ
の
他
の
四
点
が
四
切
以
下
の
異
な
る
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
主
に
一

九
世
紀
後
半
に
用
い
ら
れ
た
、
ガ
ラ
ス
を
支
持
体
と
す
る
次
の
三
つ
の
技
法
に
分
け
ら
れ

る
。
以
下
、
技
法
別
に
説
明
す
る
。

◎
コ
ロ
ジ
オ
ン
湿
板
写
真
（
ネ
ガ
画
像
、
二
点
）

ま
ず
二
点
の
コ
ロ
ジ
オ
ン
湿
板
写
真
の
う
ち
の
一
枚
【
写
真
１
】
は
、
中
嶋
待
乳
が
写
真

術
を
教
わ
っ
た
と
さ
れ
る
師
匠
横よ

こ

山や
ま

松ま
つ

三さ
ぶ

郎ろ
う

（
待
乳
の
名
は
横
山
が
命
名
し
た
と
伝
承
さ
れ

る
）
の
日
光
撮
影
時
の
姿
で
あ
る
。
こ
の
岩
の
上
に
立
つ
姿
と
、
ま
っ
た
く
同
じ
ポ
ー
ズ
で

あ
る
横
山
松
三
郎
の
ス
テ
レ
オ
写
真
の
鶏
卵
紙
プ
リ
ン
ト
が
、
横
山
家
伝
来
品
（
個
人
蔵
）

に
残
さ
れ
て
い
る
。
一
眼
の
カ
メ
ラ
と
ス
テ
レ
オ
写
真
用
の
二
眼
カ
メ
ラ
を
並
べ
て
撮
影
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
同
じ
く
日
光
で
の
撮
影
に
加
わ
っ
て
い
た
横
山
弟
子
の
片
岡
如

松
の
伝
来
品
に
も
、
こ
の
時
に
撮
影
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
コ
ロ
ジ
オ
ン
湿
板
写
真
が
現
存

（
個
人
蔵
）
す
る
。
こ
れ
ら
の
異
な
る
伝
来
品
の
詳
細
な
比
較
検
証
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、

横
山
や
中
嶋
ら
の
撮
影
時
の
状
況
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
枚
の
コ
ロ
ジ
オ
ン
湿
板
写
真
ネ
ガ
は
、
若
き
中
嶋
待
乳
の
肖
像
で
あ
る
。
特
徴

的
な
点
と
し
て
、
当
時
の
密
着
焼
き
付
け
に
よ
る
紙
焼
き
プ
リ
ン
ト
制
作
時
に
、
人
物
の

肌
が
綺
麗
に
再
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
画
像
層
側
か
ら
顔
全
体
に
入
念
な
修
整
が
加
え
ら
れ

て
い
る
様
が
観
察
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
二
枚
の
コ
ロ
ジ
オ
ン
湿
板
写
真

は
、
中
嶋
待
乳
の
写
真
活
動
の
初
期
に
関
係
す
る
ガ
ラ
ス
板
写
真
で
あ
る
。

◎
ト
ラ
ン
ス
パ
レ
ン
シ
ー
（
ポ
ジ
画
像
、
三
点
）

次
に
三
点
の
ト
ラ
ン
ス
パ
レ
ン
シ
ー
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
一
枚
は
、
礼
装
の
徳
川
慶

史
料
紹
介
と
研
究

谷
　
昭 

佳

中
嶋
待
乳
関
係
古
写
真
調
査
の
概
要

　
―
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
所
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
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喜
の
肖
像
写
真（

３
）。
他
の
二
枚
は
、
礼
装
の
小
松
宮
彰
仁
親
王
の
上
半
身
【
小
松
宮
Ａ
】
と

立
像
の
肖
像
写
真
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
ス
パ
レ
ン
シ
ー
と
は
、
透
過
光
や
投
影
に
よ
っ
て
ポ

ジ
画
像
を
鑑
賞
す
る
ガ
ラ
ス
板
の
写
真
で
あ
る
。
そ
の
製
法
は
、
ま
ず
ガ
ラ
ス
板
の
写
真

ネ
ガ
を
用
意
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
。
そ
の
ネ
ガ
を
再
度
撮
影
す
る
こ
と
で
拡
大
や
縮

小
、
あ
る
い
は
未
露
光
の
写
真
原
板
に
密
着
さ
せ
て
原
寸
大
で
焼
き
付
け
、
別
の
も
う
一

枚
の
ガ
ラ
ス
写
真
を
制
作
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ネ
ガ
か
ら
ポ
ジ
に
反
転
し
た
画
像
を
得
る

も
の
で
あ
る（

４
）。
徳
川
慶
喜
と
小
松
宮
の
ガ
ラ
ス
写
真
は
、
透
過
光
で
精
細
な
ポ
ジ
画
像
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
ガ
ラ
ス
面
か
ら
被
写
体
を
見
る
と
、
洋
装
の
ボ
タ
ン
が
鏡
に

映
っ
た
姿
と
同
じ
よ
う
に
、
左
右
が
反
転
し
た
左
前
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
か

ら
、
先
に
説
明
し
た
ガ
ラ
ス
板
の
写
真
ネ
ガ
の
画
像
層
に
、
新
た
に
ガ
ラ
ス
写
真
原
板
の

画
像
層
を
密
着
さ
せ
て
焼
き
付
け
制
作
し
た
、
ト
ラ
ン
ス
パ
レ
ン
シ
ー
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
画
像
の
解
像
度
は
極
め
て
高
い
ポ
ジ
画
像
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ト
ラ
ン
ス
パ

レ
ン
シ
ー
こ
そ
が
、
幻
燈
の
第
一
人
者
と
な
っ
た
中
嶋
待
乳
の
技
術
の
神
髄
と
い
え
る
。

◎
ゼ
ラ
チ
ン
乾
板
（
ネ
ガ
画
像
、
四
四
点
）

最
後
に
、
四
四
点
と
最
も
点
数
が
多
く
、
ま
た
中
嶋
待
乳
が
活
躍
し
た
時
代
の
一
般
的
技

法
で
あ
る
ゼ
ラ
チ
ン
乾
板
に
つ
い
て
、
被
写
体
か
ら
大
き
く
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
皇
族
や
華
族
を
中
心
と
す
る
肖
像
写
真
と
不
明
人
物
写
真
（
二
〇
枚
）

北
白
川
宮
能
仁
親
王
、
北
白
川
親
王
妃
富
子
、
小
松
宮
彰
仁
親
王
、
山
階
宮
晃
親
王
、

徳
川
慶
喜
な
ど
の
皇
族
華
族
の
肖
像
写
真
、
一
四
枚
。
こ
の
内
、
野
外
で
撮
影
さ
れ
た
北

白
川
宮
の
写
真
【
写
真
２
】
は
、
熊
本
の
写
真
師
で
あ
る
冨
重
利
平
が
、
熊
本
に
赴
任
し

た
北
白
川
宮
を
撮
影
し
た
と
さ
れ
る
ゼ
ラ
チ
ン
乾
板（

５
）と
、
同
じ
場
所
で
同
じ
時
に
撮
影
さ

れ
た
一
連
の
も
の
で
あ
る
。
実
際
の
撮
影
者
が
、
熊
本
の
冨
重
と
東
京
の
中
嶋
の
ど
ち
ら

な
の
か
に
つ
い
て
は
、
別
の
第
三
者
の
可
能
性
も
含
め
て
、
ゼ
ラ
チ
ン
乾
板
に
見
え
て
い

る
筆
を
用
い
た
修
整
技
術
や
カ
メ
ラ
装
填
時
の
四
隅
の
ガ
ラ
ス
抑
え
痕
に
注
目
し
て
、
さ

ら
に
調
査
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
の
山
階
宮
の
写
真
【
写
真
３
】

に
見
え
て
い
る
杖
は
興
味
深
い
。
こ
の
杖
は
、
長
年
の
忠
臣
へ
の
労
い
の
意
味
か
ら
、
七

八
歳
の
山
階
宮
が
明
治
二
七
年
三
月
八
日
に
明
治
天
皇
か
ら
下
賜
さ
れ
た
宮
中
杖
（
別

名
：
鳩
杖（

６
））

で
あ
る
。
こ
の
写
真
の
背
景
ガ
ラ
ス
面
に
張
り
込
ま
れ
て
い
る
、
感
光
さ
せ

た
黒
い
鶏
卵
紙
を
捲
る
と
、
隣
に
控
え
て
い
た
村
雲
日
榮
と
思
わ
れ
る
人
物
の
姿
が
現

れ
、
撮
影
時
の
状
況
も
知
ら
れ
る
。

そ
の
他
に
、
人
物
写
真
六
枚
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
人
物
比
定
も
今
後
の
課

題
で
あ
る
。

・
日
本
各
地
の
風
景
あ
る
い
は
場
景
を
写
し
た
写
真
（
一
三
枚
）

松
島
・
日
光
・
東
京
・
奈
良
・
大
阪
な
ど
各
地
で
撮
影
さ
れ
た
風
景
写
真
や
、
東
京
株

式
取
引
所
の
場
景
写
真
。
画
像
層
上
に
加
工
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
表
記
の
仕
様

や
、
使
用
し
て
い
る
カ
メ
ラ･

レ
ン
ズ
が
様
々
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
ゼ
ラ
チ
ン
乾

板
か
ら
読
み
取
れ
る
。
よ
っ
て
、
実
際
の
撮
影
者
や
撮
影
時
期
を
含
め
て
再
検
証
が
必
要

と
な
る
。

・
興
行
関
係
の
写
真
（
六
枚
）

能
や
歌
舞
伎
の
役
者
、
見
世
物
の
生
人
形
な
ど
興
行
に
関
係
す
る
写
真
。
中
嶋
待
乳
の

妻
園
が
子
供
の
生
人
形
を
抱
い
て
い
る
写
真
が
別
に
知
ら
れ
て
い
る（

７
）こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
生
人
形
の
写
真
も
、
中
嶋
写
真
館
製
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

・
中
嶋
待
乳
と
写
真
館
の
活
動
に
関
す
る
写
真
（
五
枚
）

呉
服
町
（
日
本
橋
）
の
中
嶋
写
真
館
の
正
面
外
観
、
明
治
二
九
年
八
月
九
の
日
食
観
測

記
録
写
真
、
中
年
期
頃
の
中
嶋
待
乳
の
肖
像
写
真
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

２　

写
真
プ
リ
ン
ト
に
つ
い
て

中
嶋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
明
治
七
年
に
開
業
し
た
吾
妻
橋
と
、
明
治
二
七
年
に
日
本

橋
に
移
転
し
た
中
嶋
写
真
館
の
台
紙
に
貼
ら
れ
た
写
真
プ
リ
ン
ト
一
一
点
が
所
在
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
、
個
別
に
収
集
さ
れ
た
多
様
な
写
真
プ
リ
ン
ト
で
あ
る
。
人
物
写
真
を
中

心
に
し
て
、
点
数
は
少
な
い
が
名
刺
判
か
ら
半
切
ま
で
の
異
な
る
サ
イ
ズ
の
写
真
プ
リ
ン

ト
が
含
ま
れ
て
い
る
。
台
紙
に
見
え
て
い
る
日
本
語
と
ロ
ー
マ
字
の
表
記
か
ら
は
、
吾
妻

橋
時
代
は
写
真
館
の
別
称
と
し
て
「
待
乳
園
」
を
使
用
し
、
本
名
の
中な

か

嶋し
ま

精せ
い

一い
ち

で
活
動
し

て
い
た
こ
と
。
日
本
橋
時
代
に
は
、
写
真
師
・
中な

か

嶋じ
ま

待ま
つ

乳ち

を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が

判
る
。

ま
た
写
真
技
法
と
し
て
は
、
鶏
卵
紙
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
、
マ
ッ
ト
コ
ロ
ジ
オ
ン
Ｐ
Ｏ
Ｐ
、
ゼ
ラ

チ
ン
シ
ル
バ
ー
プ
リ
ン
ト
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
様
々
な
印
画
紙
が
用
い
ら
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北白川宮A（右）中嶋写真館撮影と考えられるゼラチン乾板による和装の北白川宮能久親王肖像写真。　
小松宮A　 （中央）トランスパレンシーによる陸軍正装の小松宮彰仁親王肖像写真。
北白川宮B（左）写真師中嶋待乳の写真合成による北白川宮能久親王の幻影。
　北白川宮は、明治 28 年に台湾で病死したが、すぐには公表されず、陸軍大将への昇進後にはじめて告示された。実際には身に付ける
ことができなかった勲章を兄である小松宮の写真と合成することで、生前の叙勲であったかのような幻影が、中嶋写真館台紙に貼られた
鶏卵紙プリントにより遺された。ローマ皇帝彫像には、皇帝が急死したために、次の皇帝の彫像が即位に間に合わず首だけを付け替えた
ものがある。古くからあるトリックが明治期の日本でも写真によりおこなわれていた。

写真１（右上）日光撮影時に岩の上でポーズをとる横山松三郎。
写真２（右下）�北白川宮能久親王肖像写真。
　　　 （中央上）�写真２胸の勲章（左下：勲一等旭日桐花大綬章副章）中央部の赤色七宝に映り込む人影と庭木。
　　　 （中央下）写真２顔の白い修整跡（画像層側）。写真を素材に絵画作品を制作する現代美術家ゲルハルト・リヒターと似た筆遣い。
写真３（左上）山階宮晃親王肖像写真。（左下）は、写真３の杖の先端にある鳩の飾り。� 【写真はいずれも、海の見える杜美術館所蔵】
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れ
た
明
治
期
の
写
真
技
法
の
変
遷
を
網
羅
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
技
法

か
ら
制
作
年
代
を
あ
る
程
度
絞
り
込
む
こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
、
中
嶋
写
真
館
製
写
真

プ
リ
ン
ト
の
年
次
比
定
の
指
標
と
な
る
こ
と
が
、
今
後
の
顕
微
鏡
撮
影
画
像
の
利
用
か
ら

期
待
さ
れ
る
。

　
　

二　

�

写
真
修
整
と
加
工
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
の
創
出

中
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
最
も
興
味
深
い
点
に
、
北
白
川
宮
能
久
親
王
【
北
白
川

宮
Ａ
】
と
小
松
宮
彰
仁
親
王
【
小
松
宮
Ａ
】
の
二
枚
の
ガ
ラ
ス
写
真
と
、
陸
軍
の
正
装
に

菊
花
章
頸
飾
と
金
鵄
勲
章
の
副
章
を
着
装
し
た
北
白
川
宮
能
久
親
王
の
一
枚
の
鶏
卵
紙
プ

リ
ン
ト
【
北
白
川
宮
Ｂ
】
と
の
関
連
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。

北
白
川
宮
は
、
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
に
台
湾
に
出
征
す
る
が
、
同
年
一
〇
月
二

八
日
に
台
南
に
て
病
死
し
た
。
こ
の
こ
と
は
す
ぐ
に
は
公
に
は
さ
れ
ず
、
病
気
に
よ
る
帰

還
と
さ
れ
て
遺
体
は
日
本
に
戻
っ
た
。
そ
し
て
、
同
年
一
一
月
一
日
の
菊
花
章
頸
飾
と
功

三
級
金
鵄
勲
章
の
叙
勲
後
、
さ
ら
に
一
一
月
四
日
に
陸
軍
大
将
へ
昇
進
し
た
後
、
一
一
月

六
日
に
死
去
が
公
表
さ
れ
た（

８
）。
よ
っ
て
、
授
与
さ
れ
た
菊
花
章
頸
飾
な
ど
の
勲
章
を
身
に

纏
っ
て
写
真
撮
影
し
、
そ
の
後
に
鶏
卵
紙
プ
リ
ン
ト
を
得
る
こ
と
は
不
可
能
な
は
ず
で
あ

る
。
こ
の
謎
を
解
く
鍵
が
、
先
の
二
枚
の
ガ
ラ
ス
写
真
で
あ
る
。
一
枚
は
、
和
装
の
北
白

川
宮
の
小
松
宮
Ａ
ゼ
ラ
チ
ン
乾
板
。
も
う
一
枚
は
、
陸
軍
の
正
装
姿
の
小
松
宮
の
小
松
宮

Ａ
ト
ラ
ン
ス
パ
レ
ン
シ
ー
で
あ
る
。

ま
ず
、
北
白
川
宮
Ａ
か
ら
見
て
い
こ
う
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
顔
周
辺
の
修
整
跡
で

あ
る
。
修
整
用
ニ
ス
を
下
地
と
し
て
塗
布
し
た
後
、
画
像
面
か
ら
眉
や
眼
、
顎
な
ど
に
写

真
修
整
液
を
用
い
て
加
筆
し
た
様
が
見
え
て
い
る
。
さ
ら
に
首
周
辺
に
は
、
ガ
ラ
ス
面
か

ら
墨
な
ど
を
用
い
て
、
ス
ポ
ッ
テ
ィ
ン
グ
的
な
手
業
で
修
整
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ガ
ラ
ス
の
端
に
は
、
中
嶋
写
真
館
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
イ
ニ
シ
ャ
ル
「M

,N
,

」

の
写
し
込
み
標
記
に
続
け
て
、「N

o 105,

」
と
す
る
ネ
ガ
番
号
が
手
書
き
で
加
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
中
嶋
製
と
考
え
ら
れ
る
北
白
川
宮
Ａ
に
あ
る
首
周
辺
の
修
整
跡
は
、
北
白
川

宮
Ｂ
鶏
卵
紙
プ
リ
ン
ト
の
首
周
辺
に
修
整
跡
と
し
て
転
写
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
の

北
白
川
宮
Ａ
が
北
白
川
宮
Ｂ
の
基
と
な
っ
て
い
る
の
は
確
実
で
あ
る
。
く
わ
え
て
、
北
白

川
宮
Ｂ
の
軍
服
襟
と
首
の
境
辺
り
に
は
、
最
終
の
仕
上
げ
と
し
て
、
プ
リ
ン
ト
画
像
層
の

上
に
直
接
加
筆
し
た
修
整
跡
も
見
え
て
い
る
。

次
に
小
松
宮
Ａ
と
北
白
川
宮
Ｂ
を
検
証
し
て
み
る
と
、
身
に
つ
け
て
い
る
勲
章
の
位
置

だ
け
で
な
く
、
服
の
皺
ま
で
も
が
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
つ
ま
り
、
襟
か

ら
上
の
顔
画
像
の
部
分
の
み
が
、
早
世
し
た
弟
の
北
白
川
宮
の
顔
画
像
に
換
え
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
前
述
の
ト
ラ
ン
ス
パ
レ
ン
シ
ー
製
法
で
紹
介
し
た
、
小
松
宮
Ａ

を
制
作
す
る
前
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
ガ
ラ
ス
板
ネ
ガ
（
中
嶋
ク
レ
ク
シ
ョ
ン

に
無
し
）
が
、
北
白
川
宮
Ｂ
の
顔
か
ら
下
の
部
分
の
基
に
な
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
し
か

し
、
小
松
宮
Ａ
と
北
白
川
宮
Ｂ
の
間
に
は
異
な
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
縮
尺
で
あ
る
。
小

松
宮
Ａ
の
ガ
ラ
ス
板
の
画
像
の
方
が
、
北
白
川
宮
Ｂ
の
鶏
卵
紙
の
画
像
よ
り
も
若
干
大
き

い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
北
白
川
宮
Ａ
の
画
像
と
北
白
川
宮
Ｂ
の
画
像
の
関
係
上
で

も
同
様
で
、
北
白
川
宮
Ａ
の
画
像
の
方
が
北
白
川
宮
Ｂ
の
画
像
よ
り
若
干
大
き
い
。
鶏
卵

紙
プ
リ
ン
ト
は
密
着
焼
き
出
し
に
よ
り
作
製
さ
れ
る
た
め
、
縮
小
プ
リ
ン
ト
を
作
製
す
る

た
め
に
は
、
ひ
と
ま
わ
り
小
さ
く
し
た
ガ
ラ
ス
板
ネ
ガ
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

北
白
川
宮
Ａ
・
小
松
宮
Ａ
・
北
白
川
宮
Ｂ
の
関
連
性
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な

る
。
北
白
川
宮
Ａ
と
、
小
松
宮
Ａ
の
基
と
な
っ
た
ガ
ラ
ス
板
ネ
ガ
を
用
い
て
、
一
枚
の
鶏

卵
紙
上
に
、
首
か
ら
上
と
、
首
か
ら
下
の
二
回
に
分
け
て
焼
き
付
け
（
そ
れ
ぞ
れ
に
不
要

な
部
分
は
覆
っ
て
露
光
し
た
）
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
最
初
に
得
ら
れ
た
合

成
画
像
の
プ
リ
ン
ト
（
中
嶋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
無
し
）
を
さ
ら
に
カ
メ
ラ
で
縮
小
複
写

し
、
一
枚
の
ガ
ラ
ス
板
ネ
ガ
を
作
製
し
た
。
こ
の
一
枚
の
ガ
ラ
ス
板
上
に
再
現
さ
れ
た
縮

小
合
成
画
像
ネ
ガ
（
中
嶋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
無
し
）
を
用
い
て
、
最
終
的
に
鶏
卵
紙
に
密

着
焼
き
出
し
さ
れ
、
複
数
枚
が
制
作
さ
れ
た
内
の
一
枚
が
北
白
川
宮
Ｂ
で
あ
る
と
推
察
で

き
る
。
実
際
に
は
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
勲
章
を
兄
で
あ
る
小
松
宮
の
写
真

と
合
成
す
る
こ
と
で
、
生
前
の
叙
勲
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
幻
影
が
写
真
で
残
さ
れ
流
布

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
写
真
の
政
治
利
用
と
し
て
興
味
深
い
事
例
で
あ
る（

９
）。 

中
嶋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
調
査
か
ら
徐
々
に
際
だ
っ
て
き
た
の
は
、
明
治
期
の
人
物
像

が
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
し
て
写
真
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
片
鱗
で
あ
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る
。
当
時
の
写
真
材
料
の
組
成
か
ら
、
実
際
よ
り
も
肌
が
荒
れ
る
、
あ
る
い
は
黒
く
再
現

さ
れ
る
こ
と
な
ど
も
影
響
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
撮
影
後
の
修
整
は
人
物
の
印
象
を

操
作
す
る
と
い
う
意
味
合
い
も
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
写
真
師
で
あ
り
幻
燈
師
で

も
あ
っ
た
中
嶋
待
乳
の
知
識
と
技
術
が
活
か
さ
れ
る
時
代
で
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
工
部
美
術
学
校
画
学
科
で
西
洋
美
術
を
学
ん
だ
経
験
の
あ
る
妻
園
の
影（

（1
（

響
な
ど

も
、
中
嶋
待
乳
が
写
真
に
よ
る
公
人
の
政
治
的
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
関
わ
る
要
因
で
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の
調
査
研
究
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

註（
１
）
従
来
は
「
中
島
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
吾
妻
橋
と
日
本
橋
の
中

嶋
写
真
館
の
台
紙
に
あ
る
標
記
に
合
わ
せ
て
、
本
稿
で
は
「
中
嶋
」
と
記
す
。
ま
た
、
吾
妻

橋
時
代
の
台
紙
裏
に
は
、「
待
乳
園
」「
中
嶋
精
一
」
の
漢
字
表
記
が
あ
り
、
ロ
ー
マ
字
で
は

「M
A

T
SU

CH
IY

EN

」「S. N
A

K
A

SH
IM

A
」
の
印
字
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
定
か
で

は
な
か
っ
た
「
待
乳
」
の
読
み
は
「
ま
つ
ち
」
と
同
定
す
る
。
一
方
、
日
本
橋
時
代
の
台
紙
で

は
、「
中
嶋
待
乳
」
を
「M

. N
A

K
A

JIM
A

」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
最
終
的
な
写
真
師
と

し
て
の
表
記
は
、
中
嶋
待
乳
（
な
か
じ
ま
ま
つ
ち
）
と
す
る
。

（
２
）
金
子
一
夫
「
秋
尾
園
と
工
部
美
術
学
校
」『
近
代
画
説 
明
治
美
術
学
会
誌
』
第
二
四
号
、
明

治
美
術
学
会
、
四
〜
三
三
頁
、
二
〇
一
五
年
。

（
３
）
中
嶋
待
乳
は
徳
川
慶
喜
に
写
真
術
を
教
え
た
と
す
る
説
も
あ
る
。
註
（
２
）
に
同
じ
、
一
〇
頁
。

（
４
）
ベ
ル
ト
ラ
ン･

ラ
ヴ
ェ
ド
リ
ン
他
二
名
『
写
真
技
法
と
保
存
の
知
識
』
青
幻
舎
、
二
〇
一
七
年
。

（
５
）
熊
本
県
教
育
委
員
会
編
『
冨
重
写
真
所
資
料
調
査
報
告
書
』
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第

一
八
三
集
、
熊
本
県
教
育
委
員
会
、
一
三
三
〜
一
三
四
頁
、
一
九
九
九
年
。

（
６
）
山
階
會
編
『
山
階
宮
三
代 

上
』
山
階
會
、
六
九
二
頁
、
一
九
八
二
年
。
箱
石
大
氏
か
ら
の
ご

教
示
に
よ
る
。

（
７
）
註
（
２
）
に
同
じ
、
六
頁
。

（
８
）
佐
藤
元
英
監
修
『
北
白
川
宮
能
久
親
王
』
皇
族
軍
人
伝
記
集
成
第
三
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二

〇
一
〇
年
。

（
９
）
三
周
忌
前
の
明
治
三
一
年
九
月
、
北
白
川
宮
と
御
息
所
の
写
真
が
近
衛
師
団
の
将
校
に
与
え

ら
れ
て
い
る
が
、〔
北
白
川
宮
Ｂ
〕
と
の
関
係
性
は
現
時
点
で
不
明
。
森
林
太
郎
『
鷗
外
全
集
第

三
巻
』
岩
波
書
店
、
六
一
四
頁
、
一
九
七
三
年
。

（
10
）
園
の
実
父
が
陸
軍
で
図
工
や
写
真
技
術
を
知
り
得
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
園
の
教
育
に

も
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
学
芸
員
の
青
木
隆
幸
氏
、
今
城
誥
禧
氏

に
は
、
多
岐
に
渡
る
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

史
料
編
纂
所
「
二
〇
二
四
年
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
ご
案
内

　

こ
の
た
び
、
史
料
編
纂
所
の
二
〇
二
四
年
カ
レ
ン
ダ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。
今
回

は
、「
貴
重
書
庫
に
棲
む
珍
獣
」
を
テ
ー
マ
に
、
本
所
所
蔵
の
江
戸
時
代
の
史
料
に

描
か
れ
た
動
物
の
図
を
集
め
て
み
ま
し
た
。

　

表
紙
は
『
薬
材
禽
獣
御
吟
味
被
仰
出
候
始
終
覚
書
』（
宗
家
史
料
│
四
│
四
一
）

と
い
う
、
対
馬
藩
が
江
戸
幕
府
の
要
求
に
応
え
て
朝
鮮
の
薬
材
等
を
調
査
し
た
際
の

記
録
の
控
に
収
録
さ
れ
る
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
（
蝟
）
の
図
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
近
藤
重
蔵

関
係
資
料
、
斎
藤
月
岑
の
日
記
、
間
宮
林
蔵
の
著
作
の
写
本
な
ど
か
ら
選
り
す
ぐ
り

の
珍
獣
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
写
生
画
や
図
譜
の
よ
う
な
美
し
い
動
物
画
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代
の
人
び
と
が
出
会
い
、
史
料
に
留
め
た
珍
し
い
生
き
物
の

姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

取
り
上
げ
た
動
物
に
は
絶
滅
種
、
絶
滅
危
惧
種
、
あ
る
い
は
生
息
域
を
拡
大
し
た

こ
と
で
問
題
を
生
じ
さ
せ
て
い
る

動
物
と
み
ら
れ
る
も
の
を
含
ん
で

い
ま
す
。
自
然
環
境
を
と
り
ま
く

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
も
考

え
て
い
た
だ
く
契
機
に
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

体
裁
は
Ａ
４
判
中
綴
じ
（
上
下

見
開
き
で
縦
Ａ
３
判
）
の
カ
ラ
ー

印
刷
で
、
解
説
二
頁
を
含
む
一
六

頁
仕
立
て
で
す
。
一
部
五
一
〇
円

（
税
込
）
に
て
、
東
京
大
学
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
史

料
編
纂
所
の
向
か
い
）
で
販
売
い

た
し
ま
す
。

�
（
史
料
編
纂
所
広
報
委
員

�

林　

晃
弘
）




